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今
年
度
は
弟
子
屈
町
、
標
茶
町

で
平
年
よ
り
積
雪
が
多
く
、
土
壌

凍
結
が
浅
い
地
区
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
過
去
の
積
雪
・
土
壌
凍

結
の
デ
ー
タ
と
比
較
す
る
と
、
平

成

24
年
度
の
冬
と
似
た
傾
向
を
示

し
て
い
ま
す
（
図
１
）
。 

平
成

24
年
度
は
凍
結
深
が
浅
く
、

抜
け
が
平
年
よ
り
早
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成

25
年
の
牧
草
の

萌
芽
期
は
弟
子
屈
町
、
標
茶
町
と

も
に
早
ま
り
ま
し
た
（
表
１
）
。 

今
年
も
同

様
の
傾
向
が

考
え
ら
れ
ま

す
。
ほ
場
の

排
水
性
な
ど

に
よ
っ
て
、

ほ
場
に
入
れ

る
タ
イ
ミ
ン

グ
に
は
ば
ら

つ
き
が
あ
る

か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
春

作
業
の
準
備

は
万
全
に
し

ま
し
ょ
う
。 

 

早
春
の
採
草
地
へ
の
施
肥
は
、

早
い
方
が
チ
モ
シ
ー
の
１
番
草
収

量
が
増
加
し
ま
す
。
こ
れ
は
チ
モ

シ
ー
の
特
性
に
よ
る
も
の
で
、
春

の
早
い
時
期
に
窒
素
を
吸
収
す
る

と
、
有
穂
茎
（
穂
が
出
る
茎
）
の

数
が
多
く
な
る
か
ら
で
す
。
有
穂

茎
は
栄
養
茎
（
穂
が
出
な
い
茎
）

よ
り
重
い
の
で
収
量
が
増
加
し
ま

す
。 施

肥
時
期
が
遅
く
な
っ
て
も
チ

モ
シ
ー
は
窒
素
を
吸
収
し
ま
す
が
、

収
量
へ
の
影
響
は
小
さ
く
な
り
ま

す
（
図
２
）
。 

チ
モ
シ
ー
の
有
穂
茎
を
増
や
す

施
肥
時
期
は
、
萌
芽
期
か
ら
幼
穂

形
成
期
ま
で
の
間
で
す
。
萌
芽
期

は
、
ほ
場
全
体
の
４
～
５
割
が
萌

芽
し
、
色
づ
く
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。 

当
地
域
で
は
例
年
、
４
月
下
旬

が
萌
芽
期
と
な
り
ま
す
（
表
１
）
。

萌
芽
期
が
早
ま
る
可
能
性
も
考
え

て
、
施
肥
作
業
の
準
備
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。 

施
肥
作
業
は
、
草
地
が
あ
る
程

度
乾
き
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で
草
地
を

痛
め
な
い
時
期
に
な
っ
て
か
ら
行

い
ま
し
ょ
う
。 

「
草
地
に
タ
イ
ヤ
跡
が
つ
か
な

い
時
期
に
は
施
肥
で
き
な
い
」
と

い
う
話
が
聞
か
れ
ま
す
。
施
肥
効

果
を
上
げ
る
た
め
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ガ
イ

ダ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ

と
も
１
つ
の
手
段
で
す
。 

無
料
で
お
試
し
利
用
で
き
る
ア

プ
リ
も
あ
り
、
基
本
ソ
フ
ト
（
Ｏ

Ｓ
）
が
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

 

表 1 標茶町の萌芽期（普及センター調べ）  

 弟子屈町  標茶町  

平成 25 年  ４月 19 日  ４月 20 日  

平年  ４月 25 日  ４月 23 日  

□

採

草

地

へ

の

施

肥

時

期

と

収

量
の
関
係 

□
当
地
域
に
お
け
る
施
肥
時
期 

早

め

の

施

肥

で

牧

草

の

収

量

を

確
保
し
ま
し
ょ
う 

□
早
め
の
施
肥
作
業
の
た
め
に 


